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Nicolas Poussin’s Sphinx: 
The Story of the Birth of Moses

Noriko Mochizuki

Nicolas Poussin, a French painter, was highly influential in the for-
mation of French classicism in the arts. He spent most of his life in 
Rome, Italy, and from the 1640s, he produced works mainly aimed at 
amateurs in Paris. He left about 18 paintings focusing on the life of 
Moses as depicted in the Old Testament. Among these include The 
Finding of Moses, which he painted for the Parisian silk merchant 
Jean Pointel, and The Exposition of Moses, which he created for 
Jacques Stella, a French painter and old acquaintance. These works 
depict two episodes related to the birth of Moses as well as feature 
a sphinx as an attribute of the River God of the Nile. In these works, 
Poussin rendered two noticeably different types of sphinxes for each 
recipient. For Pointel, he concealed typological meanings in the 
Egyptian sphinx to embody prophesies from the Old Testament, 
whereas for Stella, he depicted the statue of a lion along with the 
statue of Moses in the fountain of the Acqua Felice （one of the aque-
ducts of Rome）, in which he included syncretistic connotations while 
drawing on the works of Kircher. The relationship between provi-
dence of nature and fortune indicated in this particular work is a 
theme that Poussin dealt with through his so-called ideal landscape. 
Therefore, he sent this work to Stella, who understood his paintings 
more than anyone else, in order to receive critical appraisal.

ニコラ・プッサンのスフィンクス
—モーセ出生の物語をめぐって—

 望　　月　　典　　子＊4 4

＊ 慶應義塾大学非常勤講師
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はじめに
フランス古典主義を代表する画家ニコラ・プッサン （Nicolas Poussin,  

1594～1665） は，画家としての円熟期を迎えた 1640 年代以降，ローマを拠

点に活動しながら主として母国フランスの上
ブ ル ジ ヨ ワ ジ ー

層市民層に向けて中型タブ

ロー画を制作した．彼が取り上げた題材はギリシア・ローマ神話，新・旧

約聖書，古代ローマ史，同時代のトルクァート・タッソの詩，あるいは理

想的風景画など多岐にわたるが，イスラエル民族の偉大な指導者であり，

立法者にして律法宗教の創始者であるモーセの物語は，プッサンが生涯に

わたって繰り返し手掛けたテーマのひとつであった 1．

本稿ではその中からモーセ出生時の物語に取材した作品を取り上げる．

この物語は旧約聖書「出エジプト記」（2 章 1–10 節） に現れ，さらに詳細な

記述はフラウィウス・ヨセフス （Flavius Josephus, 37～100 頃） の 『ユダヤ古

代誌』 （218–328） に見出せる 2．モーセ誕生の頃，エジプトのファラオは，

イスラエル人 （ヘブライ人） の勢力拡大を恐れ，新生男児を皆殺しにするよ

う命令を下した．イスラエル人レビのところに生まれた男児はことのほか

見目麗しく，母親は 3 ヵ月間は隠し続けたものの露見を免れないと判断し 

（ヨセフスによれば神の手に委ねようと），両親はパピルスで編んだ籠に赤子を

入れてナイル川岸の葦の茂みに置いた （ヨセフスによれば川に流した）．折り

良く水浴に来ていたファラオの娘がその男児を発見して救い出す．一連の

成行きを見守っていた赤子の姉ミリアムは機転をきかせ，自分の母親を乳

母としてファラオの娘のもとに連れて行き，実の母親がその子を育てるこ

とになった．ファラオの娘は，子供を迎えモーセと名付けた．

プッサンはこの物語の二つの場面，すなわち，モーセが両親によって川

に捨てられる場面 （以下，遺棄場面） と，ファラオの娘が彼を救出する場面 

（以下，救出場面）を，それぞれ複数回描いている 3．本稿では，制作年，

注文主，来歴が資料によってほぼ判明している二作品について検討を加え

たい．一つは，1647 年にパリの絹卸売商人で美術愛好家のジャン・ポワ
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ンテル （Jean Pointel, 生年不明～1660） のために描いた救出場面《川から救わ

れるモーセ》（ルーヴル美術館，図 1） であり，もう一枚は，パリで国王

付 画 家 と し て 活 動 し て い た 旧 知 の 画 家 ジ ャ ッ ク・ス テ ラ （Jacques 

Stella, 1596～1657） に向けた遺棄場面《川に捨てられるモーセ》（1654 年，

アシュモレアン美術館，図 2） である．

モーセ出生直後の，しかしわずかに時間がずれたエピソードを描いたこ

の二枚の絵はどちらも，エジプトが舞台であり，主人公たちの傍らにはナ

イルを表す川の神とその 持
アトリビユート

物 であるスフィンクスが登場する．プッサン

はこの二作品に，それぞれ異なるタイプのスフィンクスを目立つ形で描き

込んだ 4．これらの作品については，物語に重ねられた寓意的な意味解釈

をめぐっていくつかの先行研究が存在するが，ここではそれらを踏まえた

上で，プッサンが描く「川の神」を分析した R. ルービンスタインの研究

を参考に，特にスフィンクスの描き分けに注目したい 5．同時に作品の構

図，色彩と明暗，多様なモティーフおよび登場人物たちの身振り・表情な

図 1　ニコラ・プッサン《川から救われるモーセ》1647 年，油彩，画布，121×
195 cm，パリ，ルーヴル美術館
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ど，画家が施した造形上の工夫を検討し，同時代のテクスト資料と図像を

用いながら，プッサンがその良き理解者でもあった注文主を念頭に置い

て，画布の上にどのような意味を紡ぎ出そうとしているのか，あるいはど

のような読み取りを可能にしているのかを分析する．この二作品は共に

モーセの出生に纏わる物語であるが，スフィンクスのタイプの違いが作品

の意味の違いと結び付き，さらにそれぞれの注文主とも関わっている．

ポワンテルとステラは，どちらもプッサン作品の蒐集家である．ポワン

テルは少なくともプッサンの油彩画を 21 点，ステラは手元に恐らく 13 点

を所有していた 6．ローマでプッサンと知り合った画家ステラは，帰国後，

プッサンの作品をフランスの愛好家に仲介する役割も果たし，ポワンテル

と共に，フランスにおけるプッサンの評判，とりわけ「学識ある画家」と

いうイメージを高めるのに一役かった人物である．以下では，物語の展開

図 2　ニコラ・プッサン《川に捨てられるモーセ》1654 年，油彩，画布，150×
204 cm，オクスフォード，アシュモレアン美術館
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とは順番が逆になるが，まずポワンテルのための救出場面，次にステラに

描いた遺棄場面について検討していきたい．

1　《川から救われるモーセ》（1647年，パリ，ルーヴル美術館）
1.1　注文の経緯と作品に使われたモティーフ

パリに居を構える絹卸売商人であったポワンテルは，商売を引退した

後，1645 年から 47 年までローマに滞在し，プッサンと親しく交流した．

このローマ滞在は信仰篤いポワンテルの巡礼の旅であったらしい．滞在

中，彼はプッサンのアトリエを訪ねたり，画家と一緒にローマに残る古代

美術やルネサンス美術，同時代美術を見て回り，美術鑑賞に必要な知識を

得たと推測されている．《川から救われるモーセ》 （図 1） は，ポワンテル

のローマ逗留中にプッサンが描き始め，1647 年の終わりにはパリのポワ

ンテル邸に掛けられていた作品である．パリで大層な評判となり，プッサ

ン愛好家としてポワンテルをライヴァル視していたシャントルー （Paul 

Fréart de Chantelou, 1609～1694） がこの絵を見て嫉妬心に駆られたことが知

られている7．

本作品は，赤子のモーセを中心としてファラオの娘と侍女たちが川のほ

とりに集まった様子を描いたものである （図 1）．画面中央やや左寄りに

王女が威厳のある態度で立ち，その周りを侍女たちが取り囲む．王女の真

下に見えるのが救出されたモーセである．跪いた侍女が籠の上に置かれた

赤子を少し持ち上げて，王女に何かを問いかけているようだ．画面左側

で，跪く二人の侍女の背後から赤子を覗いているのが，モーセの姉ミリア

ムであろう．乳母のことを話しているのだろうか，侍女のひとりが彼女の

方を振り向いている．

画面後景には川と町並みそして山々がはるかに広がり，ピラミッドやオ

ベリスク，ナツメヤシの木が見える．遠景の山の後ろに太陽が半ば隠れ，

川の端にその光が照り返っている．登場人物たちは赤子を中心に円を描く
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ように配置され，安定した構図を示している．女性たちは明るい色の服を

纏い，そのポーズと衣文の曲線が，緩やかなリズムを作り出す．彼女たち

は画面やや左寄りに位置しているので，画面右側の川の神とスフィンクス

にも鑑賞者の目が引き付けられる．

プッサンは，この出来事の舞台がエジプトであること示す複数のモ

ティーフを画面に散りばめた．それらは，当時ローマで見ることのできた

遺跡や彫刻に基づいている．画面右の川の上で行われているカバ狩の様子

は，ナイル川の情景を描いたパレストリーナ出土の《ナイル・モザイク》

（紀元前 80 年頃） から引用している （図 3）．当時有名だったこの古代遺跡

は，プッサンの庇護者バルベリーニ家の所有となっており，モザイクの精

緻な素描を，プッサンの重要なパトロンの一人ダル・ポッツォ （Cassiano 

dal Pozzo, 1588～1657） が集成した素描集『紙
ミユゼオ・カルタチエオ

の博物館』で見ることができ

た 8．後景に見えるピラミッドはエジプトを想起させるが，勾配が急であ

ることから，ローマにあるガイウス・ケスティウスのピラミッドを用いた

ようだ 9．

画面右に横たわる川の神の描写には，16 世紀初頭に発掘され，ヴァチ

カンのベルヴェデーレ宮の中庭に置かれた「ナイル川」の彫刻を参照した 

（図 4 左）10．画家は，川の神のポーズ （曲げた右足を地面に押しつけている），

髭のある相貌，片足に掛けた布，豊饒の角，スフィンクスをそこから採用

している．ただし，プッサンのスフィンクスは，「ナイル川」の彫刻のス

図 3　左：《ナイル・モザイク，カバ狩》『紙の博物館』素描，1627 年頃，ペン，イ
ンク，水彩，214×484 mm，ウインザー城王室図書館．右：プッサン《川から救わ
れるモーセ》 （図 1） 部分
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フィンクスよりも目立つ形で大きく捉えられていることが分かる（図 1，

図 4 右）．このスフィンクスは，ファラオ用のネメス頭巾を被る人の頭部

と，両前脚を前に伸ばしたライオンの身体からなるエジプト型スフィンク

スであり，当時，いくつかの単独像をローマで見ることができた 

（図 5）11．

以上のようにプッサンは，《ナイル・モザイク》，ガイウス・ケスティウ

スのピラミッド，「ナイル川」やスフィンクスの彫刻など，注文主ポワン

テルがローマ滞在中に見て歩いたであろう遺跡や彫刻群を巧みに取り入れ

ながら，古代エジプトの物語を描いたのである．

図 4　左：フランソワ・ペリエ《ナイル川》SEGMENTA nobilium segnorum et 
statuarûm, 1638 年， fig. 92， エッチング，165×310 mm．右：プッサン《川から救
われるモーセ》 （図 1） 部分

図 5　《ファラオ・アコリス（ハコル）の名を刻んだスフィンクス王》紀元前 393– 
380 年，玄武岩，78.5×151×44 cm，パリ，ルーヴル美術館
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1.2　スフィンクスの意味と予型論的解釈

本作品を同主題の先行作品と比較してみると，川の神の存在と，特に大

きく捉えたスフィンクスに特徴があるようだ．「ラファエッロの聖書」と

呼ばれるヴァチカン宮ロッジアのラファエッロ工房による装飾には「川か

ら救われるモーセ」の場面が含まれており，人物群の配置やポーズの共通

性から見て，プッサンの着想源のひとつであることは間違いない．だが，

そこには川の神もスフィンクスも描かれていない 12．プッサン自身は，本

作品以前に制作したモーセの遺棄場面 （1624 年）と救出場面 （1638 年） にお

いて川の神を描いている．だが，そこにはスフィンクスは登場しないか，

あるいは臀部のごく一部分が見えるだけである 13．

プッサンが最初にスフィンクスを画面にはっきりと表わしたのは，国王

ルイ 13 世 （Louis XIII, 1601～1643） の招聘により，1640 年から 2 年間，パ

リで国王主席画家として活動した時であった．彼は王立印刷所から出版す

る聖書の装丁を担当し，そこにネメスを被るエジプト型スフィンクスを描

図 6　クロード・メラン，1641 年のプッサンの素描に基づく《聖書の表紙》1642 年，
エングレーヴィング，41×26 cm．右はスフィンクスの部分の拡大図
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き込んだ （図 6）．その意匠の可否を問う書簡 （1641 年） の中で，プッサン

はスフィンクスに言及して次のように書いている．

有翼の人物は「歴史」を表します…もう 1 人のヴェールを被った人物は「預

言」であり，彼女が持つ本に『Biblia Regia』と書かれます．その上に置かれ

たスフィンクスは，難解な事柄の謎を表したものに他なりません．中央には

父なる神が描かれます 14．

ここで，プッサンはヴェールで覆われた聖書の預言の謎をスフィンクス

と結び付けた．プッサンが常に参照し，注文主ポワンテルも所有していた

カルターリ （Vicenzo Cartari, 1531 頃～1569） の神話解釈書『古人たちの神々

の姿について』によれば「宗教というのは俗人たちにとってはスフィンク

スの謎以上に解されがたいものとして聖なる諸玄義のもとに秘されるので

ある」として，スフィンクスと聖なる奥義の謎が結び付けられている 15．

さらに 17 世紀の神学者たちは「預言者の書は謎のようなものであり，新

約の書は非常に明瞭で優れたその説明」 16 だとして予型論を語る．「要す

るに，ユダヤの奥義は，私たちの真実〔新約聖書〕を意味に含む絵画にほ

かならない」のだ 17．

聖書解釈法の一つである予型論は，初期キリスト教の教父たちによって

体系づけられたが，17 世紀神学においても，カトリック，プロテスタン

トを問わず，議論の対象にされた．プッサンは本作品でスフィンクスを大

きく捉えることによって，旧約聖書の「モーセの発見」の謎を仄めかし，

その預言の謎を解くように促しているかのように見える．

モーセについては，従来，その生涯をキリストの生涯の予型とする解釈

があり，ヴァチカンのシスティーナ礼拝堂の側壁に，モーセの生涯とキリ

ストの生涯が呼応するように相対して描かれているのはその例である．シ

スティーナ礼拝堂の祭壇画はプッサンの時代にはすでにミケランジェロ 

（Michelangelo, 1475～1564） の《最後の審判》が描かれていたが，それ以前

には，ペルジーノ （Pietro Perugino, 1448 頃～1523） の《聖母被昇天》の両側
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に《川から救われるモーセ》と《キリスト降誕》が対として表されていた

ことが知られている18．

そして，実際に 17 世紀の神学書には，籠に入れたまま両親に川に捨て

られ，ファラオの娘に救われるモーセを，秣桶の中のキリストの予型とす

る考えが見出されるのである．スペイン・サラマンカ大学の神学の教授で

あったフアン・マルケス （Juan Márquez, 1564～1621） の著作の仏訳 （1621

年） では，次のように説明している．

…王女はその子供にモーセと称させた．すなわち水から取り上げたという意味

である．この行為は，モーセが神の摂理に託されたのと同じように，地上の父

親なしに母親にのみ助けられ，秣桶の中に委ねられた主イエス・キリストを表

  　　（c）

図 7　 （a） ニコラ・プッサン《羊飼いの礼拝》部分，1631–33 年，油彩，画布，96.5
×73.7 cm，ロンドン，ナショナル・ギャラリー

  （b） ラファエッロ工房《東方三博士の礼拝》部分，1518–19 年頃，フレスコ，
ヴァチカン，ロッジア，左右反転

  （c）プッサン《川から救われるモーセ》 （図 1） 部分

（a） （b）
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すのである．それはダビデが言ったことと一致する〔詩篇 22 章 10 節〕「わた

しを母の胎から取り出し，その乳房にゆだねてくださったのはあなたです．」

つまり，籠に入れられ遺棄された後に救われたモーセを，聖母マリアに

よって秣桶に置かれたイエス・キリストの予型としているのである 19．

プッサンは「キリスト降誕図」を複数回取り上げており， 《東方三博士

の礼拝》 （1633 年，ドレスデン絵画館）や，キリストが秣桶に入れられて

いる《羊飼いの礼拝》 （図 7（a）） は，ヴァチカン・ロッジアのラファエッ

ロ工房の作品 （図 7（b）） から想を得ている．これらの作品と《川から救わ

れるモーセ》（図 7（c））を比較すると人物像の配置とポーズに明らかな対

応関係があり，造形の上でもモーセの救出がキリスト降誕の予型であるこ

とを暗示していると言えよう．

1.3　ユノとイシスとしてのファラオの娘

中央やや左寄りのファラオの娘は，一見して高貴な人物であることが分

かるよう，金色の服を着て威厳のある姿を示しているが （図 1），プッサ

ンは，この王女に古代彫刻のユノ――古代ギリシア・ローマ神話の最高の

女神で，ユピテルの妃――の姿を重ねているようだ．ユノは通常，パル

図 8　《ユノ》2 世紀，大理石，198 cm，パリ，ルーヴル美術館
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メット文様のついた王冠を被り，中央で分けた髪が耳の上あたりで波打

ち，首のところでカールしながら下がるように表される （図 8）20．そうし

たユノの特徴をプッサンのファラオの娘に見出すことができよう．

また，画面左の地面の上にはエジプトで神の礼拝に用いられる楽器シス

トルムが置かれている．カルターリの神話解釈書によると，これはエジプ

ト神話の女神イシスの持ち物である．

〔イシスの〕神像は右手にシンバルム〔別の箇所でシストルムと同じ物として

いる〕を持ち，左手に器を持つこととなった．…彼女はエジプトでこの郷土

の自
ナトウーラ

然にも等しい精
ゲ ニ オ

霊と信じられ，シンバルムの響きはナイルが増水して畑

地をすべて飲み込む騒音を，器はこの地に散在していた湖の数々を表すもの

だった 21．

カルターリの神話解釈書のピニョーリア （Lorenzo Pignoria, 1571～1631） 

による増補版に付けられた挿絵には，右手にシストルムを持ち，左手に器

をもったイシスの像の図が描かれている （図 9）．そして，カルターリに

よれば，イシスはユノでもあるのだ．

図 9　《イシス》ヴィンチェンツォ・カルターリ， LE VERE E NOVE IMAGINI 
DE GLI DEI DELLI ANTICHI， Padova, 1615, p. 113
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彼ら 〔エジプト人たち〕 のイシスはこの女神 〔ユノ〕 そのもので，その彫像は

家の戸口に置かれたものだった．アレクサンデル・ナポリタヌスが言うとこ

ろによれば，これはエジプトでは家系の高貴さと古さをあらわすものだと言

う22．

プッサンは，ファラオの娘の家系の高貴さと古さを，ユノとイシスのダブ

ルイメージで表したと言えよう．

プッサンの作品のファラオの娘から見て右手側には，シストルムが地面

に放置され，王女から見て左手側には，シストルムと丁度対称の位置に川

の神の凭れる壺が見える（図 1）．カルターリによれば，イシスが持つシ

ストルムと壺 （器） はナイルとエジプトの自然を暗示する．しかし，ここ

では，それらを司るはずのイシス （ファラオの娘） がその道具を手放してし

まった．つまりこの描写は，古いイシスの宗教の代りに，モーセという新

しい宗教がやってきたことを暗示し，延いては人類を救済するイエス・キ

リストの誕生をも意味することになる．

以上の意味を解く鍵を，プッサンは旧約聖書の預言の謎を具現するス

フィンクスに潜ませた．ローマにあるエジプトの遺跡が散りばめられ，ス

フィンクスに奥義の謎を込めた工夫と読み取りは，信仰篤いポワンテルの

ローマ滞在の思い出の絵としても相応しい作品であったろう．

2　《川に捨てられるモーセ》 （1654年，アシュモレアン美術館）
2.1　注文主と作品記述

遺棄場面《川に捨てられるモーセ》（図 2）においても，スフィンクス

が川の神と共に画面右の目立つところに描かれている．この作品は，前作

品のおよそ 7 年後に，パリにいる友人の画家ステラに送られたものであ

る．リヨン出身のステラは，1623 年から 1634 年までローマに滞在した．

ローマの聖ルカアカデミーに所属し，プッサンの庇護者でもあったバルベ

リーニ枢機卿（Francesco Barberini, 1597～1679）に高く評価されている．
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ローマでは，プッサンおよびその周囲の画家たちや知識人たちと交流して

おり，彼はプッサンと多くの知識を共有していたと考えられる．また，ス

テラは，1635 年以降パリに戻り，国王付画家として活動するが，パリに

戻ってからもローマにいるプッサンと頻繁に書簡のやりとりをしていたこ

とが，伝記作家によって伝えられている23．

ステラのための作品では，物語はポワンテルに宛てた作品より前に戻

り，両親がモーセを運命 （神） に委ねるべく川に捨てる場面が描かれてい

る．ポワンテルの作品に見られた求心的な構図とは異なり，本作品には中

心となるものがない （図 2）．川に囲まれた緑豊かな風景の中，人々はば

らばらな方向を向いて配されている．また前作のようにキリスト降誕を暗

示する構図でもない．登場人物たちを分散させた配置は，無防備な赤ん坊

図 10　上：《古代ローマの建造物》ピッロ・リゴーリオ ANTEIQVAE VRBIS 
IMAGO, 1561 年．下：プッサン《川に捨てられるモーセ》（図 2） 部分
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を委ねた運命が，未だ定っていないことを表すのだろう．

画面の前景右寄りでは，母親が籠に入れた赤子のモーセを川面に置いて

いる．彼女の顔は苦しみで歪み，嗚咽をもらしているかのようだ．彼女の

左側では，父親がつらそうに背を向け，その場から立ち去ろうとしてい

る．父に従いつつ振り返る男児はモーセの兄アロンであろう．画面中央で

は，モーセの姉ミリアムが，母親の方を向き，静かにするよう口に左手の

指をあてつつ，右手で背景を指差している．その先には水浴に来たファラ

オの娘たち一行が見え，続いて起こる出来事を暗示する．

前景から中景へと川が続き，後景には豊かに生い茂る緑と町並みが広が

るが，エジプトであることを示すナツメヤシやピラミッドは見えない．町

並みには，建築家ピッロ・リゴーリオ （Pirro Ligorio, 1510 頃～1583） の復元

地図に描かれた古代ローマの建造物が用いられている （図 10）24．また，

画面左後方にはローマのサンタンジェロ城を想起させる建造物が建ち，描

かれた川はあたかもローマのテヴェレ川であるかのようだ （図 2）．

エジプトが舞台であることを示すのは，画面右の川の神の存在である．

彼は「ナイル川」の持物である豊饒の角を手に，スフィンクスを従え，

モーセの母親の方を見つめている．スフィンクスの背後にある円筒状のも

のは《ナイル・モザイク》から引用した水
ナイロメータ

位計らしい （図 11）25．このス

図 11　《ナイル・モザイク，水位計 （ナイロメータ），ナツメヤシ，オベリスク，寺
院》『紙の博物館』素描，1627 年頃，ペン，インク，水彩，228×450 mm，ウインザー
城王室図書館
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フィンクスは，明らかに女性の顔をしており，被りものも含めて前作のエ

ジプト型スフィンクスとはタイプが異なっている （図 12 右）．彼女は獅子

の身体全体を晒しながら，脚を横にくずした寛いだポーズを取る．この

違ったタイプのスフィンクスは，前作とは別の謎を仄めかすのだろうか．

スフィンクスの真下には籠に入れられたモーセが見え，真上の木の枝に

は，弓と箙，先の曲がった杖，七管の笛，そしてシンバルが意味ありげに

掛けられていて，さらに謎を深めている．

2.2　木に掛けられたモティーフが意味するもの

この木に掛けられたモティーフについては，ジュリオ・ボナソーネ 

（Giulio Bonasone, 1498 頃～1574 以降） による版画《パンとニンフ》（図 12 左）

からの引用であることが明らかにされた 26．二本の枝に同じモティーフが

ほぼ同じ順番に並んでいるのが分かる．これらは，ボナソーネの版画に登

図 12　左：ジュリオ・ボナソーネ《パンとニンフ》1531–76 年，エッチング，エン
グレーヴィング，270×221 mm，ロンドン，ブリティッシュ・ミュージアム．右：プッ
サン《川に捨てられるモーセ》 （図 2） 部分
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場する牧神パンの持物である．ではなぜモーセの遺棄場面に，古代ギリシ

ア・ローマ神話のパン神の持物が描き込まれたのだろうか．この謎につい

ては先行研究でも盛ん議論されてきたが，プッサン周辺で流通していた

諸
シンクレティスム

教混淆の反映であることは共通して指摘されている．

モーセは，ウルガタ聖書の誤訳に由来して 「角」 を持っているとされたこ

とから，同じく角を持つ牧神パンに擬えられた．プッサンも注文主である画

家ステラも参照していたフィロストラトス （Philostratus, 170/172～247/250） 

『イマギネス』のヴィジュネール （Blaise de Vigenère, 1523～1596） による仏

語訳に付された注釈では，モーセはその 「角」 と輝く顔ゆえにパン神に譬

えられる 27．同時にモーセは，やはり 「角」 があるとされた古代ギリシ

ア・ローマ神話の酒神バッコスと同一視され，さらにバッコスはエジプト

の神オシリスと見なされた．

〔プルタルコスがエジプト人の謎めいたバッコスと適合させた〕 モーセもまた

光線の代りに角と，顔から放たれる光輝を持って描かれる．…ディオドロス

は…角をバッコスに帰した…何故ならバッコスとオシリスは同じものだから

である 28．

さらにオシリスはパン神とも結びつけられた．

大半の人は，この同じ神〔オシリス〕をパンとみなして来た 29．

つまり，モーセ＝パン／バッコスであり，かつ，パン／バッコス＝オシ

リスであるがゆえに，モーセ＝オシリスであるという意味の連関が生じる

ことになる．

2.3　スフィンクスの意味：オシリスとイシスの結合

こうした意味連関を仲介しているのがスフィンクスである．ルービンス

タインが指摘したように，脚を横にずらして寛ぐこのスフィンクスの姿勢

は （図 12 右），現在ヴァチカン美術館に所蔵されているエジプト・ライオ

ン像 2 体と一致している （図 13）30．17 世紀当時，ローマで見ることので
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きた有名なエジプト彫刻のひとつである．

このライオン像は，ドイツの学者でイエズス会士の奇才アタナシウス・

キルヒャー （Athanasius Kircher, 1601/02～1680） の著作『エジプトのオイ

ディプス』3 巻に掲載された（図 14）31．彼は 1635 年からローマに居を移

しており，バルベリーニ枢機卿およびダル・ポッツォを通じて間違いなく

プッサンを知っていた 32．キルヒャーは 1640 年代後半に，インノケンティ

ウス 10 世 （Innocentius X, 1574～1655） の依頼により，以前から継続してい

たエジプト研究に専念する機会を得，1650 年にヒエログリフ解読の諸原

理を述べた『パンフィリのオベリスク』を出版した．次に刊行された『エ

ジプトのオイディプス』全 3 巻は，もっとも浩瀚な著作であり，彼のエジ

プト研究の頂点をなす．第 3 巻の出版は，本作品の制作年と同じ 1654 年

だが，1 巻目は 1652 年に刊行されており，内容については出版以前から

知られていたと思われる．

図 14　  アタナシウス・キルヒャー OEDIPI AEGYPTIACI, III．p. 463

図 13　《ネクタネボのライオン》紀元前 360 ～ 343 年，花崗岩，197×73×24 cm，ヴァ
チカン，グレゴリアーノ・エジプト美術館
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プッサンは，1640 年代からエジプト研究やヒエログリフに関心を寄せて

おり 33，特にスフィンクスへの関心が，キルヒャーの著作に目を向けさせ

ることになったのかもしれない．キルヒャーは，ヒエログリフを言語学的

にではなく，「神の最高秘儀」が隠された文字として象徴的に解読したこ

とで知られている．第 3 巻は実際のヒエログリフの解釈が掲載され，ライ

オン像やスフィンクス像の台座に記されたヒエログリフも扱われている．

キルヒャーによれば，ナイルの水
ナイロメータ

位計とスフィンクス，ライオンは，ナ

イルの氾濫と豊饒・肥沃さを象徴する．プッサンの作品では，ライオンの

身体をしたスフィンクスの背後に水位計が見えている （図 2）．そして，

キルヒャーによると，図 14 のライオン像は Mophta にほかならない 34．

Mophta は湿気を司る神で，伝承によればライオンの姿をしてナイルの岸

辺に現れる．ポラポロの 『ヒエログリュピカ』（5 世紀） にもあるように，

それは黄道十二宮の獅子座をも意味する．何故なら太陽が獅子座に入ると

ナイルが増水するからである 35．キルヒャーはプルタルコス（Plutaruchus,  

46/48～127 頃） の『イシスとオシリスについて』を引用しつつ，Mophta が，

湿りの始源であるオシリスにナイル川を守護する力を取り戻させることを

説明する．そうした力を持つ獅子神 Mophta の身体と女性の頭部が結合し

た女性のスフィンクスは，イシスとオシリスの結び付きを象徴するのであ

る 36．プルタルコスは次のように書いている．

〔またエジプトの民は〕 神域の入口にライオンが大きく口を開けた飾りを付け

るが，これは「太陽が獅子座の星とはじめて一緒になる頃」ナイルが増水を

はじめるからである．そしてナイル川をオシリスから流れ出る水というよう

に，大地をイシスの身体だといい，この場合の大地は全域ではなく，ナイル

川が種子を蒔き男女の交わりを行なう範囲での地を考えている．そして，こ

の交わりから両神はホロスをもうける．ホロスとは万物を保護し育てる季節

であり，大地を取り巻く空気の （寒さと暑さの） 混合のことで〔ある．〕37

オシリスは一切の水の源，万物の発生の源として，ナイルに水をもたら
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す豊穰神と捉えられ，イシスは大地であり，両者の結び付きはそこから生

じるナイルの循環する自然 （季節） を表すことになる． プッサンの作品で

は （図 2），モーセすなわちオシリスがナイル川に遺棄されるその場所に，

寛いだポーズのライオン （Mophta） の身体を持つスフィンクスが描かれて

いる．ライオン （Mophta） はオシリスに力を取り戻させ，自然のサイクル

が再びそこから生まれるのである．画面前景はモーセの両親の悲しみと苦

しみに満ち，赤ん坊の運命は未だ定かではないが，後景には光があたり，

オシリスすなわちパンすなわちバッコスがもたらす自然のサイクルと豊

饒 38，そして，川に捨てられたモーセを待つ運命が暗示されている． 

さらにプッサンが本作品で，エジプト・ライオン像をスフィンクスの身

図 15　ドメニコ・フォンタナ《モーセの泉》1587 年，ローマ，サンベルナルド広場．
下はライオン像の部分 （現在は図 13 のレプリカが設置されている）
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体に用いたことには，恐らくもうひとつの理由がある．キルヒャーも言及

しているように，このライオン像は，17 世紀にはローマ水道のひとつア

クア・フェリーチェの末端に作られた通称《モーセの泉》 （ドメニコ・

フォンタナ作，図 15） にモーセの立像彫刻と共に設置され，まさにモー

セと結び付いていたからだ．ステラがローマに滞在していた頃，このライ

オン像は，ローマで見ることのできるもっとも美しいエジプト彫刻として

よく知られていた．本作品では，前作と比べてエジプトを明示するモ

ティーフが少なく，古代ローマの建造物の引用 （図 10） やサンタンジェロ

城の暗示によって，むしろローマのテヴェレ川を彷彿させているが，それ

もモーセとエジプト・ライオン像との繋がりを鑑賞者に想起させるプッサ

ンの巧みな仕掛けのひとつであろう．

結語
モーセ出生の物語をめぐるプッサンの二作品では，「ナイル川」の持物

という以上にスフィンクスが目立つように大きく捉えられ，タイプの異な

るスフィンクスが，それぞれの作品の「謎」を読み解く鍵となっていた．

画家は，信仰篤いポワンテルに対しては旧約聖書の謎を象徴するエジプト

型スフィンクスと共に「予型論」的意味合いを作品に込めた．エジプトが

舞台であることを示すためにローマにあるエジプトに関わる遺跡や彫刻を

画面に散りばめたのは，ローマ滞在を注文主に楽しく思い出させる意味合

いもあったであろう．

他方，友人の画家ステラには，イシスとオシリスが結び付いたスフィン

クス ― 女性の頭部と獅子神 Moptha の神が結合したもの ― と共に，

モーセとオシリス，パン，そしてバッコスを重ね合わせ，エジプト （オシ

リス） および古代ギリシア・ローマ （パン／バッコス） の循環する自然のサ

イクルと，キリスト教の直線的で目的論的な救済の物語とを重ね合わせて

みせた．この作品に見られる自然の摂理と人間の運命についての省察は，
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特に「理想的風景画」を通してプッサンが本作制作時期に取り組むテーマ

であり，それゆえにこそ，パリの美術愛好家との仲介の役割を果たしてく

れるだけでなく，恐らくもっとも自分の絵を理解し，批判をしてくれる友

人の画家ステラにこの作品を送ったのではないだろうか 39．そして，意味

を解く鍵となるスフィンクスに，かつて共に活動したローマに豊かな水を

もたらしてくれる《モーセの泉》のエジプト・ライオン像を利用して，意

味の連鎖を強めたのであろう．

この二枚の絵はどちらも後年，版画やタピスリーの原画とされ，少なく

ともパリの一部の愛好家たちとフランス王立絵画彫刻アカデミーの主流派

の画家たちからは高く評価された作品である．スフィンクスの謎を解きつ

つ絵を「読む」ことを愉しむ人々の目には，プッサンのこれらのタブロー

は大いに魅力あるものと映っていたに違いない．
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